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健康人の血糖値研究補遺

東京女子医科大学内科学教室（主任 pi二噛光重教授）
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（受イ寸昭禾035年5月31日）

         1．はしがき

 著者はさきにいわゆる人間ドックにおける被検者のう

ちより20名について，Somogyi－Nelson法（以下S－N

法と略称する）とHagedorn－Jensen法（以下H－J法

と略称する）で血糖値を同時に測定し，その差について

種々検討を加えたが，これに関連して東京女子医大病院

で最近6年間に扱ったいわゆる入聞ドック入院者につい

てはS－N法で，また最近4年聞に扱った都内某会社及び

郵便局などの勤務者についてはH－J法でそれぞれ血糖

を測定したが，そのうち健康者と思われる者の合計694

名の血糖値につき比較検討したのでここに報告する。

         2．検査方法

i）対象

第1表人員構成
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 人員構成は第1表に示す如く，S－N法で測定した人

間ドック入院者は20才台より80才台の男272名；女87

名，合計359名であり，H一∫法で測定した勤務者は20

才台より60才台の男293名，女42名，合計335名であ

る。いつれも尿糖陰性で糖尿病研究斑の規定により糖同

化能に異常のある者は除外した。

ii）測定方法

 Somogyi－Neユson法1）2♪微量法（0，1cc採血）を採用

し，比色法にて測定しすこ。原理は水酸化亜鉛法による血液

の除蛋白炉液に銅試薬を加え加熱し，血糖により還元さ

れて生ずる亜酸化銅を燐モリブデン酸にて溶解呈色（青

色）せしめ同様に処理した規準液と比色定量する。

 Hagedorn－Jensen法2）5）：一般に使用されている操

作方法で行った。原理は血液と水酸化亜鉛法で除蛋白

し，これ1（C一一・定量のフェリシアンカリを加え加熱すると

一部は血糖のために還元されてフェPシァソカリとな

る。剰余のフエリシァソカリを酷酸酸性畑中でヨードカ

リを添加し遊離するヨードをチオ硫酸ソーダで滴定し，

その消費量よりH－」法の実験表により間接的に糖量を

算：出するのである。

iii）採血条件

 ．ヒ記二測定方法のための採血の条件は，早朝空腹時，

食後1時間，2時間，3時間に耳朶より採血し，糖の負

荷としては出来る丈飽食せしめるいわゆる飽食試験を採

用した。

         3．検査成績

1）空腹時血糖値

 測定空腹時血糖値を10mg／dlづっ｝こ区分して図示す

れば第1図（a），（b）の如くで，S－N法で測定した空腹時

の血糖値は50mg／dl台から120 mg／dl台の間に分布

し，354名申80mg／dl台にある者がもっとも多く112名

（32％），これに次いで70 mg／dl台｝こ90名（25％）・

90 mg／dl台lc s2名 （23％）があり，60 mg／dl～110

1ng／d1の値をとった者が全体の97％あり・S－N法で
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     第1図空腹時血糖値
の総平均値は86mg／dlであった。

 次にH－」法で測定した空腹時血糖値は60mg／dl台

から140 mg／dl台の間に分布し，334名中90 mg／d1台

にある者がもっとも多く102名（31％）・yi（lc 80 mg／dl

台に94名（28％），100 mg／dl台に66名（20％）があ

り，70mg／dl～120 mg／dlの仙：をとる者が全体の95％

あり，H－J法でも総平均値は95 mg／dlであった。

 次に空腹時血糖の性別の分布をみると，第2図（a），（b）

の如くで，回れも女子は男子の％以下の例数であった

が，S－N法では男子の値は80 mg／dl台にもっとも多

く全体の34％次に90mg／dl台に24％，70 mg／dl台

｝こ23％あった。女子は70皿g／dl・台にもっとも多く全体

の31％次に80mg／dl台に26％，90 mg／dl台lc 20％

あった。従ってS－N法での全体の平均値は男子では86
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     第2図 空腹時血糖値の性別分布

mgfdi，女子では84皿g／dlであった。H－」法では男子

は90mg／dl台に多く全体の30％，次に80 mg／dl台に

26％，100mg／d1台目22％あり，女子は80 mg／dl台に

43％，90mg／dl台に33％あった。 H－J法での全体の

平均値は男子は97mg／di女子は89 mg／dlであった。

 空腹時血糖を年令別に観察すると，第3図，第4図の

如くでS－N法における値は39才以下63名の平均値は

83mg／d1で，70 mg／dl台がもっとも多く，40才台78名

の平均値は84 mg／dlで，80 mg／dl台が多く，50才台125

名の平均値は87mg／dlで，80 mg／dI台がもっとも多く，

60才以一ヒの88名の平均値は87 mg／dlで，80 mg／d1台

がもっとも多かった。H－J法での値は総体にS－N法の

値よりやや高く，39才以下の42名では平均値86mg／dl

で，80mg／d｝台がもっとも多く，40才台149名の平均

値1＊ 96 mg／dlで，90 mg／dl台が多く，50才台125名の

平均値は99mg／d王で，90 mg／dl台が多く，60才以上の

18名の平均値は971ng／dlで，90 mg／d1台が多かった。

ii）食後の血糖値

 まつ食後1時間の血糖値はS－N法で350名について

は，第5図（a）に示す如く60mg／dユ台から200 mg／dl台

に分布し，中でも110mg／dl台が多く21％あり， H－J

法では，第5図（b）に示す鋸334名1こついては・ 70mg／dl
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第3図一台別空腹時血糖値

台から210mg／dl台に分布し，特に100 mg／dl台から

i60 mg／dl含に多く全体のgo％で，中でも130 mg／d冶

がもっとも多く全体の17％をしめた。平均値はS－N法

では125mg／dl， H－J法では131 mg／d1であった。

食後2時間の血糖値はS－N法で332名については第

6図（a）に示す如くで，60mg／dl台から170 mg／dl台に

分布し110mg／dl台がもっとも多く26％，100 mg／d玉台

に23％あり，H－J法では第6図（b）に示す如くで334名

については，70mg／dl台から16G mg／d1台に分布し，

中でも110mg／d玉台に22％が集り，120 mg／dl台に20％

あった。平均値はS－N法では109mg／d］， H－J法では

119 mg／dlであった。

 食後3時間の血糖値はS－N法で351名については第

7図（a）に示すごとくで50mg／dl台から140 mg／dl台に

分布し，特に70mg／d】台から90π19／d1台に多く全体

の67％をしめ，中でも80mg／d1台が26％，90 mg／dl

台が23％であった。H－J法で330名については第7図

（b）に示す如くで，50mg／dl台から150 mg／d1台に分布

一1807一
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第4図年台別空腹時血糖値
し，特に80mg／dl台から120 mg／dl台に多く全体の

84％をしめ，中でも80mg／dl台が多く20％，90

mg／dl台が19％であった。平均値はS－N法では92

卑9／d1， H－J法では101 rng／dlであった。

        4．考   按

i）空腹時の血糖値

 Mosenthal等4）はS－N法で静脈血を測定し正常値は

100 mg／dlかそれ以下であると述べた。又Boller 5）は

毛細管血をH－J法で測定すれば正常値は70mg／dl－120

mg／dlだと云い， Joslip 6）は130 mg／dlを越す者は糖尿

病が疑わしいと述べ，楠7）等は120mg／d1までを正常と

している。Peters等8）は何れの方法で測定しても・一般
｝こは70mg／du20 mg／dlを限界とし，たまに60 mg／d1

位に低かったり140mg／d！位に高かったりするがそれは

例外であると述べている。

著者は前記の如く毛細管血を使用しS－N法とH－J法

で測定しtこが，その空腹時血糖値はS－N法では被検者

の97％迄が60 mg／dl－110 rng／dlの間にあり，他の3

一1808－L
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第5図 食後1時間血糖値

％（11名）は60mg／d玉以下の者3名と110 mg／dl以一ヒ

の者8名であるが，この11名の食後の血糖値は糖尿病研

究班の規準で判断すればいつれも正常であった。H－J

法でも被検者の95％が70 mg／dl－120 mg／dlの間にあ

り，他の5％（18名）は70mg／dl以下の者4名，12G

mgfdl以一ヒの者14名で同様規準の判断｝こよればこの18

名いつれも食後の置備値は正常であった。

ii）性別の差

 空腹時血糖値において，Peters等8），吉川9）は性別

による差はないとしている，、

 著者の観察でも空腹時の血糖値は男子は女子よりもわ

っかに高い傾向はあるが有意の差は認め難い。

iii）年令別の差1

 空腹時の血糖値に関して諸氏の報告をみると，Pansc－

hel lo）はBangの測定法で毛細管血を測定したが老年者
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 第6図食後2時閥血糖値
では高血糖に傾むく傾向があり，16才～ 34才では空腹

時血糖の平均値が95 mgfdlで，58才～70才では106

mg／dl，70才以上では110mg／dlであったと云い， Spence

n）はMcLean法で測定した結果， Panschelと同じ傾

向を見出している。

 吉川9は空腹時においては，小児では60 mg／d1 ・V 80

mg／dl，成人では80 mg／dl～100 mg／dl，老人では100

mg／dl・“140 m． g／dlを正常値とし， Mosenthal等4）は

40才以下，40才～60才，60才以上の老年者の3つのグ

ループに分け・Laubpr－Mattice法， FolinTWu法， S

－N法等で動脈血，静脈血の血糖値を測定し各年代によ

る差異を認め難いとしている。

著者は39才以下，40才台，50才台，60才以上のグ

7V ”プに分け観察したが， S－N法の値ではどの年代の

間にも大きい差は認め難かったが，耳一J法においては

rN－1809r，．＋
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年者では糖尿病以外のものでもある程度の糖代謝陣碍は

障碍あるものの総数の約半分あったと述べた。

第2表品品1別平均血糖値
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 著者の測定においても，尿糖陰性者のみを選んだ被検

者で食後の」血糖値は第2表にみられる如く年令増加に伴

い高い値となり，特に50才台が高く，60才以．．Hの者は

かえって減少の傾向があった。

iv）S－N法値とH－J山詞の差

担3表 総被検者中の血糖最大値，
最小値及び平均値

39才以下は86mg／dl，40才以上の3つのグループを平

均すると97 mg／dlという値を得て壮年以後のものでは

若年者に比し血糖値がやや高い傾向を認めた。

 なお老年者の糖同化能検査に関しては，尼子等12）15）

は健康老人の検査の結果，坂口氏の標準（坂口食を投与

後血糖は最大0。14％を超えず，食後1時闇・）ユ時閥半

で正常（0．12％）に復する。血糖0．15％を超え，また

は．血糖上昇が2時聞以上持続する者は，含水炭i素の同化

作用が障碍されていると考える）に従い判断を行うと過

血糖の度は特に強くないが，最高値に達する時間は遅れ

過血糖持続時間が延長する点から老年者の同化作用に障

碍の存する事が観取されると述べ，松木等14），村地等15），

横尾等16）も年令増加と共に糖同化能の障碍は漸次高率

を示す様になると云い，松木等は60才代にその率がも

っとも多く70才代でやや減少すると云い，横尾等は老

恥 前
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 測定した血糖値を食前食後を通じ比較すると両者の測

定値の差は著者が前に報告した同一試料ではS－N法値

が約5m創dl～10 mg／dl低かったが，本試料においても

第3表の如くS－N法値はH－J法値より糸勺6 mg／dl・v 10

1ng／dl低い値を示し，前報告と一致した。

        5．結   論

 著者はいわゆる人戸ドヅク入院者と集団検診者の中糖

尿なき者について，前者はS－N法で，後者はH－J法で

それぞれ毛細管血の血糖値を測定し次の成績を得た。

1．空腹時の血糖値についてはS－N法で測定した結果

は平均値は86 mg／dlであり，被検者の大多数97％が60

mg／dl・v110 mg／dlの間にあり， H－J法で測定した結：果

では平均値は9 5 mg／dlで，被検者の大多数95％が70

一18／0一
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mg／dl～／20 mg／dlの問にあった、，

2．空腹時血糖値の性別の差についてはS－N法値では

差はなく，H－J法値では男子が女子よりやや高い傾向

冷認めたが有意の差は認めがたい．、

3，空腹時血糖値の年令の差はS・一N法値では認め難い

が，H．一J法においては39才以．．ドの若年者の平均血糖値

は86mg／dl，40才以．．1．＝の高年者。）平均血糖値は97mgLdI

で，高年者の方がやや高い傾向がみられナg。

4．飽食後の血糖値：は，1時間の平均値はS－N法で125

mg／dl， H－」法で131 mg／dl，2時闇値はs－N法で109

mg／dl， H－J法で119 mg／dl，3時間値はS－N法で92

mg／dl， H－J法で101 mg／dlであり，きらに年代別に血

糖平均値を比較すると年令増加に伴い高い値をとった。

5，毛細管血を試料としてS－N法とH－J法で血糖を測

定した結果は食前食後を通じS－N法値はH－J法値より

畜勺6mg／dレ）10 mg／d玉dEkいf直をとることを言忍めアこ。

 終りにのぞみ御指導御校閲賜わった中山教授，並びに

御援助下さった中由内科医局血糖研究班諸姉に心より謝

意を表します。
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